
 
 
 
 
 
 
 
 
  

佐賀市農村振興基本計画 

概要版 

佐賀市農村振興基本計画は、本市の農業振興・農村づくりの目標と基本方針等を体系

的に整理し、今後の目指すべき方向性を示すものとして策定しています。 

本計画では、地域の農業の健全な発展のために必要な「農業生産基盤の整備」および

「農村地域の生活環境の整備」を柱に、快適で個性ある農村地域づくりを目的として、農

村地域の将来像とその実現方法を具体的に示し、農業・農村の振興を図っていきます。 

 

「地域の望ましい姿」は、20 年あるいは 30 年後を見据えたものとする必要がある一

方、農業・農村を取り巻く環境や対処すべき課題は目まぐるしく変化しているため、計画

期間は、2024 年（令和 6 年度）を初年度とし、2033 年（令和 15 年度）までの 10

年間としています。なお、今後の社会経済情勢の変化等に柔軟に対応するものとし、必要

に応じて見直しを行うものとします。 



１．佐賀市の農業・農村を取り巻く環境には、魅力ある特徴があります 

 

 

 

 

 

 

本市の農地・農村の分布は、山間地に農村集落が点在する北部地域と、市街地を農地が

取り囲む中部地域、有明海干拓事業による広大な農地が広がる南部地域に大別されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．北部地域、中部・南部地域には積極的に活用すべき資源があります 

 
北部地域 

 

豊かな森林 

温泉・ダム湖 

福岡都市圏との関わり 

 

生産と消費が近接している 山から海まで多様な生産環境を有している 

生産性の高い農業の展開が進められて 

いる 

有機農業・地産地消に対する関心が 

高い 

中部・南部地域 

 

平坦で広大な農地 

多数のクリーク 

市街地に隣接する農地 

国際的なイベント 

北部（山地農村エリア） 

 

 

 

 

中部・南部（平地農村エリア） 

 

山間地、農地・農村が点在 

棚田・畑地が大半 

過疎地域  

小規模な農地 

豊かな自然環境・湖面 

気候を活かした米・施設園芸 

福岡都市圏への良好なアクセス 

市街地を囲む農地・農村 

広大な平坦地 

水田が中心 

規模が大きな農業経営 

水稲・麦・大豆・施設園芸 

高速道路、鉄道、空港 

クリーク、有明海など特有な景観 

画像提供：佐賀県観光連盟 

画像提供：佐賀市観光連盟 



佐賀市の産業別就業人口 （資料：国勢調査） 

３．佐賀市の農業・農村も、いろいろな課題を抱えています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.7% 35.4% 2.2%

3.9%

6.9%

1.0%

0.9%

市全体

地産地消・国産などの農作物の購入について

① 国産、佐賀産へのこだわりは高い ② 関心はあるが、時々購入する程度 ③ 関心はあるが、購入したことはない

④ 関心はあり、今後購入していく ⑤ 特に関心はない ⑥ わからない

⑦ 無回答
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24.7%
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12.9%

21.2%

24.7%

14.1%

28.8%

12.9%

18.8%

15.9%

36.5%

4.7%

7.7%

9.4%

農業

製造業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス業

佐賀市 産業別就業者の状況（2020年）

15-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

少子 

高齢化 

耕作放棄地の増加 

洪水等の頻発化・激甚化 

有害鳥獣、外来種による被害 

食の安全・安心への関心の高まり 

生活スタイルの多様化 

SDGｓ・環境への配慮 

農業施設の維持管理機能の低下 

減少する農家戸数 

担い手不足 

３０歳未満の農業従事者はわずか 4.1% ５０歳以上の農業従事者は 78.2% 

自然環境の変化 

市民の意識の

変化 

地産地消・国産など、農作物の産地は、９割の人が関心があると答えています 

（資料：市民アンケート） 



４．佐賀市の農業・農村の特徴を活かし、課題を解決していきます 

地域の将来像の実現に当たっては、山から海までを包含する本市の特性を踏まえ、多様 

な環境を活かした農業生産や市民の参加拡大を目指すとともに、これらを支える生産・生 

活基盤の整備を推進するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～農の絆で 次代につなぐ魅力あるまち さが～ 

『未来につなぐ佐賀の農業を支える 力強く魅力ある農村づくり』 

本計画は、農業・農村において、地域の実情に即した個性ある「地域づくり」を視点に、 

将来の望ましい姿の実現を目指すものです。 

そこで、本市の農業・農村の特徴を踏まえ、地域の将来像を『未来につなぐ佐賀の農業 

を支える 力強く魅力ある農村づくり』と設定します。 

 

また、本計画との強い結びつきを踏まえ、「第４次佐賀市農業振興基本計画」の将来像 

「～農の絆で 次代につなぐ魅力あるまち さが～」をサブテーマに設定します。 



５．施策の具体的な項目の一部をご紹介します 

 

 

農村の住民の利便性を確保し、快適で安全な日常生活を過ごせる生活環境を形成す

るため、集落内の道路の改善、維持・保全を図ります。 

営農の効率化と農産物集出荷の合理化を図るため、農道の整備及び維持管理を推進

します。 

 

 

 
 
 

集落内に流出する雨水を集水し、排水路や河川へ導くため、集落内排水路の維持・

保全を図るとともに、防火用水機能、景観保全機能、生態系保全機能等に配慮した水

路整備を行うことにより、安全で魅力ある農村集落の形成を図ります。 

 

 

 
 
 

激化する自然災害に備えた災害に強い安全・安心な農村づくりに向けて、田んぼを

活用した防災・減災の取り組みを推進します。 

休耕田、耕作放棄地等の適正管理を進め、保水機能の維持に努めます。 

災害に強い安全・安心な農村づくりに向けて、水路・ため池などの農業用施設の適

正管理、維持・保全に努めます。 

 

 

 

集落内道路の改善、維持・保全 

集落内水路の整備、維持・保全 

田んぼ、水路・ため池などを活用した防災・減災対策の推進 



６．市民アンケート結果の一部をご紹介します 

市民を対象としたアンケート調査は、各校区自治会の協力のもと実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.3% 20.5% 12.6% 7.2% 5.5%

2.8%

4.4%

2.7%

市全体

① 後継者の育成 ② 耕作放棄地の対策

③ 空き家対策（危険空家の除去、空き家への移住入居者推進 等） ④ 公共交通（コミュニティバスなど）の利便性の向上

⑤ 地産地消の推進 ⑥ 生産者と消費者の交流の機会を増やす

⑦ 景観や生物の生息環境へ配慮した水路等の整備 ⑧ 無回答

（資料：市民アンケート） 

農業への興味、農業の継続にかかわる状況 

「農業に関心がある」と答えた人は 28.4％でした。 

一方、「現在、農業に従事しているが、今後はやめる」と答えた人が 6.0%いました。 

農業従事者を増やすために必要なこと 

「就業初期の収入安定化支援」が最も多く、次いで「設備・機械導入支援」となって

おり、そのほか「研修制度の充実」など、支援体制の充実が求められています。 

農村振興上の最重要課題 

「後継者育成」が最も高く、次いで「耕作放棄地対策」となっています。 

農村づくりにおいても、農業・農村が抱える課題をより多くの市民が共有し、こ

れらの課題を社会的、公的な問題ととらえ、市民や地域、 NPO 団体、企業等が自

ら主体的にその課題解決に向けて取り組むことが重要です。 

また、行政をはじめとする全ての主体が適切な役割分担のもと、対等なパートナ

ーとして連携や協力を行う「協働」の推進を目指していく必要があります。 

本計画に掲げた各施策についても、農業関係者のみならず、建設・福祉・教育・

文化・環境等様々な分野の組織・団体・企業等との連携を図りながら推進すること

が必要です。 

30.3% 28.4% 19.0% 6.0% 14.6% 1.7%市全体

① 現在、農業に従事していないし、関心もない ② 現在、農業に従事していないが、関心はある

③ 現在、農業に従事しており、今後も続ける ④ 現在、農業に従事しているが、今後はやめる

⑤ わからない ⑥ 無回答

33% 24% 17% 14% 12%全体

①就業初期の収入安定化支援 ②就業に必要な施設・機器導入支援 ③仕事としての魅力発信

④研修制度の充実 ⑤その他



佐賀市農村振興基本計画図（地域別振興方策） 

佐賀市 農林水産部 農村環境課 
令和６年３月 

若者が住みたくなる 

森と湖に囲まれた魅力ある農村づくり 

多様な魅力ある農村と地域拠点を結ぶ 

交流軸づくり 

新しい農業・農村の姿を実践する 

力強く魅力ある農村づくり 


